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４ ６ ０ ８ １ 

市立札幌みなみの杜高等支援学校 

令和４年度 自己評価及び学校関係者評価書 

                                   令和５年２月３日 

                               市立札幌みなみの杜高等支援学校   

 

１ 本年度の重点目標 

 

 

 

２ 本年度の経営方針 

 

 

 

 

３ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

分

野 
評 価 項 目 

自 己 評 価 学校関係者評価 

達

成 

状

況 

改善の方策 

自己評

価の適

切さ 

改善策

の適切

さ 

重
点
目
標
・
経
営
方
針 

⑴ 

チ
ー
ム
み
な
み
の
杜
の
確
立 

日々の教育実践は、学

校教育目標や校訓、目

指す学校像、生徒像、

学びの重点を踏まえ

て行っているか 

Ａ 

＊全体的に保護者の厳しい評価が目立つ。（5 項目

でＡ・Ｂとも減少） 

・「進路情報」については 3 者間で意識の開きが大

きい。（教 93％、保 78％、生 89％）教職員とし

ては進路情報を適切に伝えているつもりだが、

保護者には伝わっていない状況も見られる。特

に 1 年生にその傾向が大きい。また、進路選択

が進むと不安も出てくる。 

⇒１年次の進路情報について、より丁寧な説明を

心がけるとともに、進路選択が進む段階では、

生徒、保護者の不安を受け止めながら、適切な 

 情報提供に努める。 

・「生徒の悩みや不安などの相談」に意識の差が見

られる。（教 98％、保 80％、生 84％） 

⇒「もっと生徒の話を聞いてみては」という生徒

声もあり、きめ細かな対応を行っていく。 

・「教育計画、方針について」は、昨年度より教職

員の評価が向上したが（83％から 96％へ）、保護

者は昨年より 2％下がり 82％であった。 

⇒懇談のもち方や教育計画等について、伝え方な

どをより一層工夫していく。 

・「トラブルへの対応」（教 94％、保 75％、生 77％）。

保護者で「わからない」と答えた人が21名(16％)

いる。先生方によるチーム連携による対応がう

まく機能したと思われるケースがある一方、チ

Ａ 

Ａ 

学校組織は教育目標

達成のために有効に

機能しているか 

Ｂ Ａ 

生徒や保護者に進路

に関する情報を適切

に伝えているか 

Ａ Ａ 

サポートファイさっ

ぽろなどを通して、教

育計画、方針について

保護者へ十分な説明

をし、共通理解が図ら

れているか 

Ｂ Ａ 

生徒の悩みや不安な

どの相談にのるなど、

きめ細やかな指導を

行っているか 

Ａ Ａ 

校内外でのトラブル

（いじめや人間関係

など）があったとき、

適切に対応している

か 

Ａ Ａ 

・みなみの杜らしい特色ある教育活動の追求 

・みなみの杜第Ⅲ期を見据えた学校づくりの検討 

⑴ チームみなみの杜の確立 

⑵ みなみの杜の教育課程の深化 

⑶ みなみの杜の未来への投資 
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スクールカウンセラ

ーや医療機関、相談機

関、労働機関等との連

携に努めているか 

Ａ 

ーム連携による対応がうまくできていないこと

を指摘する声も出されている。 

⇒学級内だけではなく、学年やコース、部門など

様々な場面での情報共有に努め、チームで連携

した対応を進める。 

・「SC や医療・相談・労働機関との連携」（教 93％、

保 68％）保護者で「わからない」と答えた人が

30 名(22％)いる。 

⇒関係機関との連携の必要性の差が数値に出たも

のとも考えられるが、今後も、必要な情報の提

供に努める。 

Ａ 

⑵ 

み
な
み
の
杜
の
教
育
課
程
の
深
化 

ふりかえりや授業に

おいて iPad を効果的

に活用しているか 

Ａ 

＊「地域とのつながり」については、共通して評

価が高かった。(教 100％、保 94％、生 91％) 

コロナ禍が続く中、１学年は「ミナミククエス

ト」や「真駒内ウォークラリー」などを通して、

また各コースでも地域と共に学びを深めていっ

たことがその理由となる。開校６年目で、本校

の特色である保護者も子供の成長につながって

いること、生徒自身もプラスになっていること

を実感している。 

⇒今後も、地域とともに学ぶ学校づくりに取り組

んでいく。 

＊「iPad の効果的な活用」について(保 71％、生

86％)。昨年度に引き続いて生徒自身も効果的な

活用を実感していることがわかる。一方、昨年

度同様、保護者で「わからない」と答えた人が

28 名(21%)いる。生徒が普段の学習で iPad を使

っている様子や発表会などの場面で使用してい

る様子を見たりする機会がないと実感が持ちに

くいと思われる。 

⇒ＨＰなども活用し、生徒たちの学びの様子が家

庭に伝わるよう取り組む。今後、7 期生から導入

される予定の Chrome book では、家庭での使用

頻度が増えることが見込まれる。 

＊「ふりかえりが生かされている」(生 75％)であ

り、本校の特色である CAPD サイクルによるふり

かえりがやや生徒に実感されていないことがあ

るかもしれない。 

⇒ふりかえりの大事さについて、あらためて、教

職員で共通理解を図るとともに、生徒にとって

実感できる指導を進める。 

Ａ 

Ａ 

協育実習、地域実習、

授業において地域と

のつながりを、生徒の

経験や学びに活用す

ることができている

か 

Ａ Ａ 

一人一人の生徒に分

かりやすいように授

業づくりを工夫して

いるか 

Ａ Ａ 

学習内容は、効果的な

ものとなるよう系統

的、横断的に計画、実

践しているか 

Ｂ Ａ 

道徳、KOKOKARA の教

育と教科の関連づけ

を明確に実践してい

るか 

Ｂ Ａ 

⑶ 

み
な
み
の
杜
の

未
来
へ
の
投
資 

特別支援教育のセン

ター的機能は推進さ

れているか 

Ｂ 

＊「センター的機能」（教 71％）と低い。 

学校説明会やオープンスクールの開催、教育相

談業務、進路情報の提供など、学校としての取

組は行っているが、センター的機能がどのよう

なことかがはっきりしていないかもしれない。 

⇒センター的機能の役割を改めて、整理し、必要

により、周知等を行う。 

Ａ 

Ａ 
みな杜応援団の活動

は、学校活動に活かさ

れているか 

Ａ Ａ 
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学校だより、ホームペ

ージ等は、保護者や地

域の情報源として効

果的に機能している

か 

Ａ 

＊「みな杜応援団」（教 89％、保 65％）保護者で

「わからない」と答えた人が 38 名(28%)いる。 

コロナ禍の中で、学校に来る機会が減る状況に

あり、関係性が希薄になっている。R4 年度につ

いては、PT 部会主催で KATARAI サロン、コース

実習参観、研修会など様々な事業に取り組み、

一定数の参加者がいるものの、「ハードルが高

い」「行きづらい」などの意見もある。 

⇒保護者の方が学校に来る機会を設け、協育サポ

ーターや PT 部会の活動など、みな杜応援団の活

動そのものを知っていただくよう努める。 

Ａ 

学校予算は計画的、効

果的に執行されてい

るか 

Ａ Ａ 

専門性や指導技術の

向上を図るために積

極的に研修を行って

いるか 

Ｂ Ａ 

学校関係者評価

委員による意見 

・特別支援教育のセンター的機能⇒現在実施している取組がみな杜らしいセンター的機能だと思います。よりブ

ラッシュアップしてほしいと思います。 

・応援団活動について⇒あくまでも主役である生徒の学びをサポートするためにどう活用していくかという視点で

捉えていってほしいと思います。 

・一人一人の生徒（と保護者）の最善の利益を実現するために⇒これまでの内容、方々等をベースとして、使命感

をもって一人一人のニーズに対応する教育をより深化してほしいと思います。 

・学校に行く機会が少なく、学校での実践はよく分かりませんが、積極的に地域に出たり、学校を開く取組を通し

て地域の方々に認知される学校になったと（カフェが賑わっていたり、開いている日を調べて来たという方に出

会ったりすることを通して）感じています。 

・学習サポーターが連携し、機能しているようですので、学校としては新しい試みで、生徒たちにとっても良い出

会いがあるのではないかと思います。 

・保護者集計で「やや不十分・不十分・わからない」の回答が三分の一ある項目について、学校へ来てもらい先生

と話す機会が増えると「十分・おおむね十分」」の回答が増えるのではないか。そのためにはＰＴ部会を利用し

てもらいたいが、学校へ来るハードルが高いとの意見もあり、同学年の保護者の顔見知りが増えるとＰＴ部の運

営委員会を始め、学校へ来てもらえるのではないでしょうか。例、学年懇談の後、各クラスで学級懇談を行う。

授業のサポートで保護者から募集するなど。 

・就職予備校なのか学校なのかよくわからなくなることがあります。保護者への案内、報告が少なすぎます。地域

が大切？と思うこともあります。 

・懇談は完全に報告会。でも担任の先生にもよるが、学校生活についてはほとんど伝えられません。見学旅行の

様子も伝えられないし、写真販売もなく残念です。 

・子どもに上手く言葉にして伝える能力が足りないと、保護者へは伝わることは少なく、子どもへの適切なアドバイ

スもできず、もどかしい日々です。子どもから先生への伝達も同様で、保護者の希望を伝える場面がなく残念

です。 

・ただ、子どもと先生の話し合いはしっかりできていると思います。 

・進路情報の担当の先生同士の共有はしっかりできています。 

・保護者の過度な意見が目立つ。本人の成長を願うなら。学校の職員に頼らない指導を求めるべきと考えます。 

・校訓や学校目標にも細かく意見する保護者もいるので、学校側も達成できる目標を立てたら良いと思います。 

 

学
校
生
活 

社会的ルールやマナーなど、実

社会の生活に対応した指導が

実践されているか 

Ａ 
＊「男女交際や性指導」(教 80％、保 55％)保護者

で「わからない」と答えた人が 46 人(34％)いる。 

⇒KOKOKARA の学習をはじめ、学校で行っている男

女交際や性指導の取組などについて、保護者へ

の情報発信をより一層、進めていく。 

＊「落ち着いて生活できる日課になっているか」

（教 57％、生 71％）教職員の 40％が課題と感じ  

Ａ 

Ａ 
挨拶や時間を守るなど、規律あ

る指導を行っているか 
Ａ Ａ 

男女交際や性指導などの指導

は、思春期及び生徒の実態に対

応しているか 

Ａ Ａ 
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体罰（暴言などの不適切な指導

も）のない節度ある行動、態度

で指導できているか 
Ａ 

ている。また、「生徒会活動や部活動」（教 87％、

生 69％）では、水・木曜日の活動日に他の活動

（ふりかえりや協育実習関係の用件など）が入

ることもあり、十分な活動が確保できていなか

ったこともある。 

⇒時程の見直しも含め、日課の中で取り組むべき

内容の精選など、落ち着いた日課にするための 

 課題の整理を行う。年間計画等を見直し、でき

る限り生徒会活動・部活動が予定通りに実施で

きるよう調整を図る。 

Ａ 

サポートシートや KATARAI を

通して生徒の成長過程を分か

りやすく保護者や本人に伝え

ているか 

Ａ Ａ 

学校は、生徒にとって落ち着い

て生活できる日課を設定して

いるか 
Ｂ Ａ 

学校は、生徒にとって充実した

生徒会活動、部活動を設定して

いるか 

Ｂ Ａ 

学校関係者評価

委員による意見 

・日課や時程等の見直しに当たって⇒このことは学校の教育課程（教育活動全般）の見直しに直結するのでかな

り多軸的、多角的な視点からの検討を要するものと思います。是非、生徒の学びの質を向上できるような見直

しをしてほしいと思います。 

・評価や自由記述をみると、日課にゆとりがないのは大変そうに感じました。生徒も先生もがんばっている姿がみ

えていますので、がんばりすぎない日々も大切かと思います。 

・先生も生徒も忙しすぎる。様々なことが詰め込まれていて、子どもたちにはいい経験にはなっているが、先生の

負担もかなり大きいと感じられる。 

・実習中の部活は心のリフレッシュになるので完全停止ではなく、軽く参加できるシステムにしてほしい。 

・「男女交際や性指導」について⇒保護者からの自由記述があったように、真剣に悩んでいる保護者や生徒にむ

け、専門家による講習会やセミナーを開催できたら良いと思います。 

・「道徳、KOKOKARA の教育と教科の関連づけを明確に実践しているか」、「落ち着いて生活できる日課にな

っているか」に関する先生方の評価で Cが非常に高いのが気になります。 

学
校
運
営 

情報管理や情報共有は適切に

されているか 
Ｂ ・学校運営については、一定の成果が得られてい

ると考えられる。また、事務手続きについて評

価が上がった。 

⇒引き続き、生徒や保護者、教職員が安心して過

ごせるよう、情報共有や家庭との連携について

力を入れて学校運営を行っていく。 

Ａ 

Ａ 

みなみの杜の教員としての自

覚をもった言動ができている

か 
Ａ Ａ 

家庭との連絡を適切にとり、家

庭の協力や理解を図っている

か 
Ａ Ａ 

学校の施設･設備は安全に留意

してよく整備･管理をしている

か 
Ａ Ａ 

管理職は、学校課題の解決等に

向けてリーダーシップを発揮

しているか 
Ａ Ａ 

教務、事務間の連携は、十分に

図られているか 
Ａ Ａ 

事務的続き等の保護者への説

明が適切に行われているか 
Ａ Ａ 

学校関係者評価

委員による意見 

・管理職のリーダーシップについて⇒学校運営の方針等についてコンセプトワークをしっかり行い、教職員全体

で同じデザインの設計図に基づいて学校づくりをするというプロセスを是非実現してほしいと思います。 

・生徒が楽しく行けている学校は、学校運営が適切になされているのではと思います。 

・今年度のサタデースクールはとても良いものだったが、教員によって捉え方、生徒への伝え方が違い、学校とし

てよさを伝えることができていないと感じた。 

・KATARAI サロンもそうだが、担当者のみの把握で、学校全体へ伝えることは難しいと感じる。 

・教員による温度差、能力の違いは至るところで感じられた。 

・子ども達にとって最後の学校生活です。楽しめる部分も大切にしてほしいです。 

・情報管理に関しては年々厳しくなっておりますので、専門家チームなどに入っていただき、管理できていること

を保護者にも提示できる体制があれば、ご納得いただけると思います。 

 

 


